
関連図・概念図
Part1 イントロダクション
1 分子モデルの導入
2 化学の基礎 －「分子的基盤」に入る前に－
3 物質の略記法
 1 化学物質の略記法
 2 タンパク質の表記・表現法
 3 遺伝子などの習慣的な表示法
4 物質の極性
 1 試料の整理
 2 薄相クロマト
 3 逆相クロマトの実際
 4 リドカインの作用機序
Part2 生命を構成する基本物質
1 アミノ酸とタンパク質の構造と機能
 1 アミノ酸の基本構造
 2 ヒスタミンで連想すべき事項
 3 アミノ酸の表記法
 4 タンパク質を構成する「通常の」アミノ酸
 5 タンパク質
 6 タンパク質関連酵素
 7 タンパク質の高次構造
 8 コラーゲン
2 糖質の構造と機能
3 脂質の構造と機能
 1 おもな脂質の種類
 2 リポタンパク質
 3 脂質分解酵素

4 核酸の構造と機能
5 生体におけるエネルギー利用
 1 糖質代謝
 2 脂質代謝
 3 タンパク質代謝
 4 核酸代謝
 5 代謝の全体像 －肝臓を中心として－
 6 酵素の働き
 7 代謝異常

Part3 遺伝子と遺伝 
1 セントラルドグマ
Part4 遺伝子組み換え実験
 1 汎用される酵素
 2 網目構造を有する支持体による物質の
　 分離・精製
 3 一次抗体と二次抗体の調整
 4 陽性タンパク質の固定
 5 ウエスタンブロッティング
 6 サザンブロッティング
 7 陽性クローンのスクリーニング
 8 ELISA法
 9 PCR 
10RT-PCR
11ジデオキシ誘導体（ddNTP）による塩
　 基配列の決定 
12 short tandem repeat（STR）に基づく
　 個人情報

Part5 細胞のコミュニケーション

1 細胞の構造と機能 
 1 原核細胞と真核細胞のちがい 
 2 体細胞と生殖細胞
 3 常染色体と性染色体
 4 細胞周期
 5 細胞死の基本的機序
　 －アポトーシスとネクローシス－

2 細胞のコミュニケーション
 1 細胞の情報伝達
 2 ホルモンとサイトカイン
 3 ビタミンと補酵素
 4 血液細胞の分化
 5 結合組織
 6 炎症 －その概要
 7 アラキドン酸カスケード
 8 炎症時における血清タンパク質の反応
  9 Ｉ型アレルギー
 10 補体系の活性化
 11 アスピリンと胃潰瘍
 12 免疫の概要

Part6 リガンドとレセプター
 1 概  要
 2 水溶性リガンドの場合
 3 リガンドが細胞に結合している場合
 4 脂溶性リガンドの場合

　筆者の「生命の分子的基盤」の講義用ノートをまとめた，
たいへんユニークな参考書です.
　生理学・生化学・薬理学に代表される機能系領域は，学生
にとって難しい科目ですが，目に見えにくいものの大きさ
を意識し，それぞれの機能を関連づけて学習できれば，知識
の整理がぐんと楽になります．
　そこで本書では，まず代表的な図面の大小関係・関連性
を示した「関連図」と，個々の知識の関連性を示した「概念
図」のmapを掲載しました．そしてそれぞれのセクション
では，目で見てわかるようオリジナルのカラーイラストを
満載し，できるだけわかりやすい解説を心がけました．ま
た，セクションごとに知識の確認ができる赤シートつきの
練習問題を掲載しました.
　医科，歯科，看護，薬学，獣医学など生命科学に関連する
領域での基礎固めに最適です.
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